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令和５年度～令和７年度特別研究 
「過去の地形データの作成手法とその活用に関する研究」 

に関わる成果公表リスト 
 
［研究報告書］ 
・吉田一希，田村栄一，浦郁子（2024）：過去の地形データの作成手法とその活用に関する研究（第

1 年次），令和５年度国土地理院調査研究年報，pp.150-152． 
・吉田一希，浦郁子（2025）：過去の地形データの作成手法とその活用に関する研究（第 2 年次），

令和６年度国土地理院調査研究年報，pp.190-191． 
・吉田一希，浦郁子（2026）：過去の地形データの作成手法とその活用に関する研究（第 3 年次），

令和７年度国土地理院調査研究年報，pp.XXX-XXX． 
 
［発表論文］ 
（査読付き） 
・岩橋純子・吉田一希（2024）人工地形に焦点を当てた地形分類図に求められる機能・要素・ス

ケールについての一考察，地形，45，(2)，pp.117-139． 
・Yoshida K., R. Endo, J. Iwahashi, A. Sasagawa and H. Yarai (2024): Aerial SfM–MVS Visualization of 

Surface Deformation along Folds during the 2024 Noto Peninsula Earthquake (Mw7.5), Remote 
Sensing, 16, (15), 2813. 

 
（査読無し） 
・笹川啓（2025）：令和6年能登半島地震における地表変状の把握と活用，JACIC情報，131，pp.2

7-30． 
・吉田一希（2026）：SfM-MVS技術を用いた過去の空中写真による災害解析，写真測量とリモー

トセンシング，65，(1)，pp.XX-XX． 
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［学会等発表］ 
■2025 年度 
（国内） 
・笹川啓，吉田一希（2025）：過去の空中写真と SfM/MVS 技術を用いた都市域の DSM から DEM

へのフィルタリング手法の試行，日本写真測量学会令和 7 年度秋季学術講演会． 
・吉田一希（2025）：広域な 1960～70 年代 DEM を高精度・効果的に生成する手法の検討，日本

地形学連合 2025 年学術大会． 
 

■2024 年度 
（国内） 
・吉田一希（2024）：全国の都市地域における 1960 年代～70 年代前半の DSM・DEM 作成と公

開に向けて，日本地球惑星科学連合 2024 年大会． 
 


